
　
１
８
５
５
年
２
月
７
日
に
締
結

さ
れ
た
「
日
露
通
好
条
約
」
で
、

日
本
と
ロ
シ
ア
の
国
境
線
が
決
ま

り
、歯は
ぼ
舞ま
い
群
島
、国く
な
後し
り
島
、色し
こ
丹た
ん
島
、

択え
と

捉ろ
ふ

島
の
北
方
領
土
は
、
国
際
的

に
も
日
本
の
領
土
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
岩
国
基
地
の
米
軍
機

に
よ
る
騒
音
が
発
生
し
て
お
り
、

特
に
阿
多
田
島
で
は
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
表
は
、
広
島
県
が
、
移
駐
完
了

前
後
の
騒
音
発
生
状
況
と
市
町
か

ら
の
報
告
を
も
と
に
、
半
年
ご
と

に
集
計
し
、
取
り
ま
と
め
た
も
の

で
す
。（
今
回
は
令
和
４
年
度
上

半
期
分
）

　
70
ｄデ
シ
ベ
ルＢ
以
上
（
大
声
を
出
さ
な

け
れ
ば
会
話
が
聞
き
取
れ
な
い
程

度
）
の
騒
音
発
生
回
数
は
、
空
母

艦
載
機
の
移
駐
完
了
前
の
平
成
29

年
度
と
比
べ
て
、阿
多
田
島
で
２・

２
倍
、
西
栄
で
10
・
２
倍
に
な
っ

て
お
り
、
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま

す
。

　
し
か
し
、
１
９
４
５
年
に
北
方

四
島
が
旧
ソ
連
に
占
領
さ
れ
て
以

降
、
現
在
に
至
る
ま
で
不
法
占
拠

が
続
い
て
い
ま
す
。

　
北
方
領
土
の
日
を
中
心
に
全
国

各
地
で
講
演
会
や
返
還
実
現
の
た

め
の
署
名
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ

れ
に
合
わ
せ
て
、
市
で
も
次
の
よ

う
な
活
動
を
行
い
ま
す
。

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
自
治
会
連
合
会
女
性
部
会
、
大

竹
青
年
会
議
所
、
県
隊
友
会
西
部

支
部
、
連
合
広
島
大
竹
廿
日
市
地

域
協
議
会
の
協
力
で
街
頭
啓
発
活

動
を
行
い
ま
す
。

と　

き

　
２
月
７
日
㈫
11
時
〜
12
時

と
こ
ろ　
ゆ
め
タ
ウ
ン
大
竹
周
辺

消防団に新車両配備
　日本消防協会から消防団に『消防団防
災学習・災害活動車』が交付されました。
車両は災害時の人員輸送や指揮本部車と
して運用するほか、消火や火災対応、応
急手当などの訓練用資機材、防災学習用
の機器も積載することで、広報活動に活
用することも想定しています。
　山代文隆消防団長は「これまで以上に
地域と密着した防災啓発活動をしてい
き、安全安心なまちづくりをめざしたい」
と新車両配備に期待を寄せていました。

新車両を前に山代文隆消防団長（右）

阿多田島上空の機影。
（令和4年11月12日撮影）

（中国四国防衛局公表資料を基に作成。欠測期間を含む場合がある）

測定地点
（国測定器設置個所）

移駐完了前 移駐完了後 対H29年度
上半期
増加回数
（倍率）
（Ｆ－Ａ）
（Ｆ/Ａ）

対R3年度
上半期
増加回数
（倍率）
（Ｆ－Ｅ）
（Ｆ/Ｅ）

H29年度
上半期
（Ａ）

H30年度
上半期
（Ｂ）

R元年度
上半期
（Ｃ）

R2年度
上半期
（Ｄ）

R3年度
上半期
（Ｅ）

R4年度
上半期
（Ｆ）

６地点合計
（荒神原、戸河内除く） 1,509回 2,636回 3,080回 2,179回 2,742回 3,455回 1,946回

（2.3倍）
713回

（1.3倍）

内　

訳

岩国基地周辺
大竹市
阿多田島 832回 1,686回 1,843回 1,182回 1,399回 1,836回 1,004回

（2.2倍）
437回

（1.3倍）
大竹市
西栄 52回 53回 45回 54回 111回 532回 480回

（10.2倍）
421回

（4.8倍）
廿日市市
宮島 86回 162回 185回 210回 320回 310回 224回

（3.6倍）
▲10回
（1.0倍）

廿日市市
八坂公園 162回 305回 429回 248回 328回 375回 213回

（2.3倍）
47回

（1.1倍）
江田島市
沖美 32回 88回 58回 47回 64回 119回 87回

（3.7倍）
55回

（1.9倍）
訓練空域
北広島町
西八幡原 345回 342回 520回 438回 520回 283回 ▲62回

（0.8倍）
▲237回
（0.5倍）

参　

考

北広島町
荒神原 ― 266回 325回 275回 376回 352回 ― ▲24回

（0.9倍）
安芸太田町
戸河内 ― 83回 85回 54回 89回 119回 ― 30回

（1.3倍）
※R4年度上半期の北広島町西八幡原においては、測定器の不具合により、５月３日～５月30日までの測定値が無効とされている。

四
し
島
ま
還せ！ 声出し合って 動く今
２月７日は北方領土の日

問い合わせ
　自治振興課　☎59-2145

北方領土問題
イメージキャラクター
「エリカちゃん」

岩
国
基
地
に
所
属
す
る
米
軍
機
に
よ
る

大
竹
市
の
騒
音
状
況【
令
和
４
年
度
上
半
期
分
】

問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
課　

☎
59
２
１
１
９

人件費の状況（普通会計決算） 【令和３年度】
住民基本
台帳人口

歳出額
（Ａ） 実質収支 人件費

（Ｂ）
人件費率
（Ｂ／Ａ）

令和２年度（参考）の人件費率
26,339人 16,871百万円 420百万円 2,684百万円 15.9％ 13.3％

（注）住民基本台帳人口は、令和4年1月1日現在の人口です。

職員給与費の状況（普通会計決算） 【令和３年度】
職員数
（Ａ）

給　　　　　与　　　　　費 １人当たり
給与費（Ｂ／Ａ）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

265人 1,030,213千円 192,983千円 426,466千円 1,649,662千円 6,225千円
（注） 1　職員手当には退職手当を含みません。
 2　職員数は、令和3年4月1日現在の人数です。
 3 　給与費については、再任用短時間勤務職員の給与費が含まれており、職員数には当該職員を含

んでいません。

職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（令和4年4月1日現在）
【一般行政職】

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額
（国比較ベース）

大　竹　市 42.1歳 327,828円 390,020円 355,118円
広　島　県 43.6歳 329,656円 410,462円 368,104円

国 42.7歳 323,711円 － 405,049円
（注） 1　「平均給料月額」とは、令和4年4月1日現在の職種ごとの職員の基本給の平均です。
 2 　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、通勤手当、時間外勤務手当など

の全ての諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査で明らかにされているもの
です。

 3 　「平均給与月額（国比較ベース）」は、比較のため、国家公務員と同じベース（＝時間外勤務手
当などを除いたもの）で算出したものです。

職員数の状況（各年4月1日現在）
[部門別職員数の状況と主な増減理由] （単位：人）

区　分

部　門

職　　員　　数 対前年
増減数 主 な 増 減 理 由

令和3年 令和4年

普　

通　

会　

計　

部　

門

一
般
行
政
部
門

議　　会 5 5

・業務の充実に伴う増
・育児休業者の異動に伴う増
・職員配置の見直しに伴う減

総務・企画 58 60 2

税　　務 15 15

農林水産 5 5

商　　工 4 4

民　　生 60 59 △1

衛　　生 18 17 △1

土　　木 31 31

計 196 196 0
＜参考＞
人口１万当たり職員数

74.41 人

教　　育 22 24 2 ・業務の充実に伴う増

消　　防 47 47

小　　計 265 267 2
＜参考＞
人口１万当たり職員数

99.74 人

公
営
企
業
等
会
計
部
門

水　　道 9 8 △1

・職員配置の見直しに伴う減下 水 道 6 6

そ の 他 15 15

小　　計 30 29 △1

合　　　計 295 296 1
＜参考＞
人口１万当たり職員数

112.28 人

（注） 職員数は、一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職
者、派遣職員などを含み、臨時および非常勤職員を除いています。

特別職の報酬等の状況（令和3年4月1日現在）
区　　分 給料月額等

給　

料

市　　　長 860,000円

副　市　長 700,000円

教　育　長 620,000円

報　

酬

議　　　長 473,000円

副　議　長 422,000円

議　　　員 370,000円

市ホームページは
こちらから検索で
きます。

市
の
人
事
行
政
の

運
営
な
ど
の
状
況

問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

☎
59
２
１
２
２

　
人
事
行
政
の
透
明
性
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
市
職
員
の

給
与
や
職
員
数
な
ど
の
状
況
を
公

表
し
ま
す
。
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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皆
さ
ん
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
知
っ
て

い
ま
す
か
？
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
よ
っ

て
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
よ
り
良
く
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

今
回
は
、
こ
の
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
つ

い
て
の
お
話
で
す
。

自
分
専
用
の
私
書
箱

　

電
子
証
明
書
の
話
（
先
月
号
）
の
中
に

も
出
て
き
ま
し
た
が
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

と
は
、
子
育
て
や
介
護
な
ど
行
政
手
続
き

の
オ
ン
ラ
イ
ン
窓
口
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
だ
け
で
な
く
、
行
政
機

関
な
ど
が
保
有
す
る
自
分
の
情
報
や
、
お

知
ら
せ
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
の
申
請
や
情
報

の
確
認
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
格

納
し
て
い
る
電
子
証
明
書
が
有
効
（
有
効

期
限
内
で
あ
る
こ
と
、
暗
証
番
号
が
一
致

し
て
い
る
こ
と
）
で
な
け
れ
ば
、
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
オ
ン
ラ
イ
ン
上

で
の
本
人
確
認
手
段
と
し
て
電
子
証
明
書

が
利
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

い
わ
ば
、
自
分
専
用
の
私
書
箱
が
オ
ン

ラ
イ
ン
上
に
あ
り
、
中
身
を
確
認
す
る
た

め
の
鍵
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
格
納

さ
れ
て
い
る
電
子
証
明
書
、
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。（
先
月
号
21
ペ
ー
ジ
の
「
電

子
証
明
書
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）

確
認
で
き
る
情
報

　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
確
認
で
き
る
情
報

は
、
次
の
①
〜
⑦
ま
で
で
す
。

①
健
康・医
療
（
健
康
保
険
証
情
報
、診
療・

薬
剤
情
報
、
医
療
費
通
知
情
報
な
ど
）

②
税
・
所
得
・
口
座
情
報
（
自
分
の
所
得

お
よ
び
個
人
住
民
税
、
公
金
受
取
口
座

に
関
す
る
情
報
な
ど
）

③
年
金
関
係

④
子
ど
も
・
子
育
て

⑤
世
帯
情
報

⑥
福
祉
・
介
護

⑦
雇
用
保
険
・
労
災

※
情
報
が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
各
担

当
機
関
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
で
き
る
届
け
出

　

２
月
６
日
㈪
か
ら
、
転
出
届
の
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
が
始
ま
り
ま
す
。
ぜ
ひ
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　

市
役
所
へ
の
そ
の
他
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
に
つ
い
て
は
、
順
次
整
備
し
て
い
き
ま

す
。
し
ば
ら
く
、
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
使
う
に
は

　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
使
う
た
め
の
３
ス

テ
ッ
プ

ス
テ
ッ
プ
１

　

自
分
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
利
用

者
証
明
用
電
子
証
明
書
の
暗
証
番
号
（
数

字
４
桁
）
を
用
意

ス
テ
ッ
プ
２

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ま
た
は
パ
ソ
コ
ン
・

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
を
用
意

ス
テ
ッ
プ
３

　
利
用
者
登
録
を
行
う

　

詳
し
い
利
用
方
法
は
、「
あ
な
た
の
た

め
の
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　マイナンバーカードを申請した方で、交付通知書（はが
き）が届いた方を対象に、夜間・休日受取窓口を開設しま
す。平日の開庁時間（８時30分～17時15分）にマイナン
バーカードの受け取りができない方は利用してください。
　夜間・休日のマイナンバーカード受け取りには事前予約
が必要です。平日開庁時間内の受け取りに予約は必要あり
ません。
と　　き　下表のとおり
と こ ろ　市民税務課戸籍住民係（本庁２階③番窓口）
申し込み　前開庁日17時までに市民税務課戸籍住民係へ
予約をしてください。
注意事項　予約状況により希望に添えない場合がありま
す。ご了承ください。
お知らせ　令和５年３月末までマイナンバーカードの夜
間・休日受取窓口を定期的（月４回程度）に開設します。
ぜひ、利用してください。

マイナンバー

知ろうよ マイナンバー＃11

マイナポータルで
できること―
▶問い合わせ
　市民税務課
　☎59-2143

▶あなたのための
　マイナポータル

マイナンバーカード
夜間・休日受け取り
▶問い合わせ　市民税務課　☎59-2143

予
約
制

２月のマイナンバーカード夜間・休日受取窓口開設予定

2月
２日(木)、16日(木) 17時30分～ 19時30分

18日(土)、26日(日) 9時～ 12時

※事前予約が必要です。（予約のない日は開設しません）
　３月の開設予定も随時お知らせします。

子
ど
も
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
利
用
の

ト
ラ
ブ
ル
の
例

○

書
き
込
み
や
メ
ー
ル
で
の
誹ひ

謗ぼ
う

中
傷
や

い
じ
め

○

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
載
せ
た
個
人
情
報
の
流

出

○

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
人
か
ら

の
誘
い
出
し
に
よ
る
性
的
被
害

○

無
料
ゲ
ー
ム
サ
イ
ト
で
の
意
図
し
な
い

有
料
サ
ー
ビ
ス
利
用

　

そ
こ
で
、
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
に
、

保
護
者
が
行
う
べ
き
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を

紹
介
し
ま
す
。

保
護
者
が
で
き
る

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　
保
護
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
特
徴
や
、

さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
つ
い
て
理
解
し
な

が
ら
子
ど
も
を
見
守
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

【
ポ
イ
ン
ト
１
】

子
ど
も
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
利
用

状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
、
ペ
ア
レ
ン
タ

ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

ペ
ア
レ
ン
タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
利
用

に
よ
っ
て
、
子
ど
も
の
日
々
の
プ
レ
イ
状

況
を
確
認
し
た
り
、
プ
レ
イ
す
る
時
間
や

時
間
帯
の
調
整
を
し
た
り
、
課
金
の
制
限

な
ど
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
子
ど
も
の
利
用
状
況
に
応
じ
て
う
ま

く
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

【
ポ
イ
ン
ト
２
】

不
適
切
な
情
報
や
危
険
な
出
会
い
な
ど
を

防
ぐ
た
め
に
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
賢
く

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
出
会
い

系
サ
イ
ト
や
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
、
暴
力
的

な
表
現
の
あ
る
サ
イ
ト
な
ど
を
、
子
ど
も

が
閲
覧
で
き
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
な
お
、

携
帯
電
話
会
社
で
は
、
18
歳
未
満
の
子
ど

も
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
す
る
場
合

に
は
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
の
説
明
や
設
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
ポ
イ
ン
ト
３
】

家
庭
の
ル
ー
ル
を
子
ど
も
と
一
緒
に
作

り
、
成
長
と
と
も
に
少
し
ず
つ
見
直
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

実
社
会
で
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
も
や
っ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
ル
ー
ル
づ
く
り
は
保
護
者

の
一
方
的
な
押
し
付
け
で
は
な
く
、
子
ど

も
と
一
緒
に
な
っ
て
、
話
し
合
っ
て
決
め

る
こ
と
が
大
事
で
す
。
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
守
る
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
ま
し
ょ

う
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
利
用
状
況

に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
と
折
に
触
れ
て
話

し
合
い
、
問
題
が
な
い
か
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
万
が
一
、
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
と

き
に
は
、
子
ど
も
が
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、

す
ぐ
に
保
護
者
に
相
談
す
る
よ
う
、
普
段

か
ら
子
ど
も
と
話
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
家
庭
の
ル
ー
ル
の
具
体
例
◆

○

名
前
や
顔
写
真
、
学
校
名
な
ど
は
書
き

込
ま
な
い
。

○
友
達
に
メ
ー
ル
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
や
り

取
り
を
強
要
し
な
い
。

○

利
用
す
る
場
所
や
時
間
を
決
め
る
。

○

パ
ス
ワ
ー
ド
は
親
が
管
理
す
る
。

○

ト
ラ
ブ
ル
の
時
は
す
ぐ
に
保
護
者
に
相

談
す
る
。

（
政
府
広
報
オ
ン
ラ
イ
ン
令
和
４
年
２
月
４
日
）

　

２
月
６
日
㈪
か
ら
、
転
出
届
が
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
（
※
注
）
を
通
じ
た
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
届
け
出
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
方
は
転

出
の
手
続
き
に
、
窓
口
へ
の
来
庁
が
原
則

不
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
電
子
証
明
書
が
有

効
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い

る
方
が
利
用
で
き
ま
す
。
自
分
の
引
っ
越

し
だ
け
で
な
く
、
同
一
世
帯
員
の
引
っ
越

し
で
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
て
転
出
届
を

出
し
た
後
は
、
別
途
転
入
先
市
区
町
村
窓

口
で
転
入
届
な
ど
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
デ
ジ
タ
ル
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
※
注
）
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
は
、
子
育

て
や
介
護
な
ど
、
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ

イ
ン
窓
口
の
こ
と
。
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の

ほ
か
、
行
政
機
関
な
ど
が
保
有
す
る
自
分

の
情
報
や
行
政
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ
を

確
認
で
き
ま
す
。

消費者
シリーズ
消費者
シリーズ
No.261No.261

ネ
ッ
ト
の
危
険
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
に

保
護
者
が
で
き
る

３
つ
の

ポ
イ
ン
ト

問
い
合
わ
せ

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
︵
産
業
振
興
課
内
︶　

☎
57
３
２
３
６

　
︻
相
談
日
︼
火
・
金
曜
日
︵
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
︶

　
　
　
　
　

９
時
～
12
時
・
13
時
～
16
時

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

☎ 

１
８
８

　
︻
相
談
日
︼
原
則
毎
日
、
消
費
生
活
相
談
窓
口
を
案
内

　
　
　
　
　

︵
年
末
年
始
を
除
く
︶

　

最
近
は
︑
子
ど
も
た
ち
も
自
分
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
ち
︑

メ
ー
ル
や
調
べ
物
︑
ゲ
ー
ム
な
ど
を
利
用
す
る
こ
と
が
多
く
な

り
ま
し
た
︒
一
方
で
︑
不
適
切
な
サ
イ
ト
な
ど
に
ア
ク
セ
ス
し
︑

犯
罪
や
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
も
絶
え
ま
せ
ん
︒

ひっかからないカモくん

ネット上
には沢山の
危険が••！

マイナポータルで
転出手続きが
できます!

マイナンバー

▶問い合わせ
　市民税務課
　☎59-2143

▶デジタル庁
　ホームページ
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